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昭和62年度工業技術院の重点施策

工業技術院の62年度重点施策には次の3点が挙げら

れている．

（1）国際研究協力の積極的な推進．

（2）国における技術開発の推進．

（3）技術開発の促進に向けて，民間活力が最大限発

揮されるよう，環境条件の整備を図る．

このうち(2)について，特にエネルギー・資源に関連

の深い分野の予算の動き，及び事業計画等を示すと次

表のようになる．

表1昭和62年度サンシャイン計画予算概要表

陶1．主要項目餌の＊印を付したものは・特別会計によること（〔電〕は電蒋会計．〔石〕は石特会計）
藍示し，主に新エネルギー総合開発擾構にわいて実施する

（参考）

表2昭和62年度ムーンライト計画関連予算
『■付：両方円､

－84－

事項 61年度予算額 62年度予算案 62年度計画の王偶項目

1．太幽エネルギー
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(1)太隅光発竃実用化技衡開発《＊7．185→幸6．668）〔危〕
12）産業用等ソーラーシステムの開発（＊507→409）〔石〕
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(1)全国地触資源姥合興壷の実施（＊1．135→率810）〔芯〕

(21地銘探査技術等検柾脚壷の実施（仙岩・栗駒地区）（＊1，601→＊1．092）〔竃〕
13）魚水利用発危プラントの開発（＊2605→＊2666）〔電〕

（うち高温岩体発迩システムの開発＊661→＊551）
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111液化プラントの開発（＊20．207→土14．176）〔石〕
(21石炭ガス化プラントの開発（＊434→＊O）〔石〕
131石炭利用水素製造プラントの開発（＊1．350→＊1．422）〔石〕

4．水素エネルギー

一般会計
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228
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(11水桑製造技術の開発（115→83）
121水紫輸送・貯蔵技術の開発（54→47）
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(21風力発矼プラントの開発（＊181→＊403）〔な〕

6．国際協力
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サンシャイン針画

閥連プロジェクト

（特別会計）

5．322 14．381

111流動床石炭ガス化発危プラントの開発（＊2．590→＊2100）〔危）（資エ庁計上分）
121噴流床石炭ガス化発電プラントの開発（＊1．980→＊10．675）〔趣〕（費エ庁計上分）
13）高性能分離膜複合メタンカス製造装置の開発（＊751→＊1，605）【石〕（大型プロジェクト獣上分）

事 項 61年度予算■ 62年度予耳案 62年度事藁計盃案の慨要

1．大型省エネルギー技街

u）轟効率ガスターピン

(21駈型冠池虹力貯政システム

(3)蟻料江池発冠技術
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これ堂での材料及び要索の開発結果。並びにパイロプトプラント及び第2次高■高速タービン試険(HTDU拭峡）
の結果を結集して．1400℃級の第3次HTDU“を実施し、複合発危プラントの姥合舶効率を砺望する。

lOOOkl級新型■他冠力貯政〃兵テムパイロプトプラントの製作に向けて新国定池大型化技術の研究を閲発する
とともに。サンプル竃他を用いた1000kW級システム試敢を引色唾g実施する．

リン破型儀料矼池について高回高圧及び低皿低圧型の各10ookU級プラントの運催及び解体研究を行うととも櫓
200k9級オンサイト型発電プラントの鯵合的技術開発を行う。溶融炭破塩型翻江他についてはスタプク技術
の開発を開始する。固体適解質型爆科■他については濫礎研究を鱈暁する．

3kW級及び30kU職の4タイプの実用型エンジン及びその利用システムについて試煙伝研究を行うとともに．
蟻料多橡化の研究等を行う・これらの紺果に差づき．確肝価を行う．

超高性能圧鐙式ヒートポンプ及びケミカル書緬術に関する要素技術の研究⑤成果を踏堂え，
設針・製作を行う・室た，システム化トータルシステム、研究等を実施する。

ペンチプラントリ

Z先導的基盤的省エネルギー技術 195 172 カリウムタービン技衡，石慶“MHD発己超垣導竜力織吾等10テーマの研究を実施する．

3．国厭研究協力事哀 25 27 IEA改良型ヒートポンプ冥施協定AnnexW等3Annexに引g綴Q参加するとともに．2つの所A､“xに参
加する・堂た．日仏等二国間の協力.を描遂する．

4．省皐余心:ギー技術の碗立国盃
（1】鱒合的効果把圏罐砺立
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省壬杢と望三技篭囿発腺gの発墨研究閲発の最適化手法砿立のための凋丑を行うとともに，特定媒■として，
超孟導発迩関連磯琵・材料技衡及び次世代高効率発虹システムの石炭ガス利用についてフィージピリテ9飼迂を
唾する．

段・民間の者‘ニネルギー技術開発の助成 68 44 民間企集が行う省エネルギー技嗣の研究開発に対する助戚を行う

＆省：エ・ネ金ギー概隼化 23 22 ■材，民生用窪の省エネルギー概単化飼登研究を実施する。
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a民生用磯蕃の開発助成 55 75 民生用撮濁（廉冷地用ヒートポンプエアコンディシリナー）の開発を行う。

合 計
〔

６
６
０

２
２
０

３
０
３

口
●
０

句
一
日
且
８
８

１
１ 〕 〔

９
０
９

７
６
１

４
７
７

Ｌ
Ｑ
１
１ 〕



489Vol.8No.5(1987)

))))）((((（ 技術行政!|＝，

表3昭和62年度大型プロジェクト制度予算概要表
(単位：百万円）

基礎化学品の製造法」の予算を含睡

表4昭和62年度次世代産業基盤技術研究開発制度予算概要表
(単位：百万円）

－85－

ブロジ クト名 研究開発期間 研究開発畳
姥額

昭和61年度予算額 昭和62年度予算案 昭和62年度の主な実施内容

①マンガン団塊採鉱システム 昭和56

～64

約

200億円

958 819 マンガン団塊の裏鉱システム，揚鉱システム等の蝿投針．一部製作を行うとともに．
これらを組合せたトーク生システムについては．システム痢成の検討及び海洋総合実険
方案の作成を行う。

②科学技術用高速計算システム 56

～64

230

（
2‘889

うち一般会計1，237

石特会計363

江特会計1．288）（
2．947

うち一役会計887

石特会計340
矼特会針1．719）

高速素子として．ジロセフソン接合素子等について高集積化（LSI化）技術の醒化
研究を行うとともに．並列処理方式の詳細股計等を行う。
きた，時合システムの詳細設計，－部戯作及び実装方式の研究を行う。

③自動屋製システム 57

～65

100

（
1．341

うち他局計上分

(中企庁）1．207）（
1．301

うち他局計上分

(中企庁）1．167）
布地を複雑かつ高速で加工するために縫製単側加工技爾．縫製組立技術等の哩素技術に
ついて．主硬な爽険装量を試作し，中間認を行う。

＠便限作藁ロボブ卜 58

～65

200

（
2．405

うち一般会計368

石特会針1．037

亙特会計1．000）（
2．425

う.ち一般会計351

石特会計943

趣持会計1．131）
基姓的な技術についての基礎実験等を行うとともに．実用原子力発矼施股作宴ロポプト
海洋■ボプト及び防災ロボプトの固有要素技術の拭作実験等を実施する。を土，各ロポ
ブトのトータルシステムの観念設計に着手する。

⑤資源探査用観測システム 59

～65

230

（
4．391

うち一般会肘179

石特会計4．212）（
3‘142

うち-笠会計182

石特会針2．960）
科学技術庁と共同連帯体制の下で開発する地球資源衛星－1号に搭載する観測システム

(合成開口レーダ．光学センサ等）のエンジニアリングモデル（EM）の研究開発を行
う。

⑥水鰭合再生利用システム 60

～65

118

（
1．072

うち一般会針320

石特会計751

１
１
ノ （

2．123

うち－校会計517
石特会計1，605）

要素技術である微生物，膜素材．腰モジュール，バイオリアクター等について基礎研究
を行うとともに，メタン発酵に関する姥合鋼査研究を行う。

⑦冠子計算楓相互運用完ﾀべｰｽ茨ｽﾃﾑ 60

～66

150 831 1．055 前期（60～63年度）に基本的な技術を確立するため，分散データベースシステム技
術，マルチメデイア技術．高信頼性技術等の設針及び一部拭作に．漕手する。

＠超先蝋加工システム 61

～68

150 20

（
1，100

うち一般会計376

廼特会針724）
大出力エキシマレーザ，高密度イオンピーム等の要素技術の研究開発に藩手するととも

に，トータルシステムの犠念段計を行う。

国際研究開発推進事菓 5 5 大型プロジェクトの蹟極的な国際化を図るため．サミプト関連テーマである「唖限作藁
ロポフト」の国際研究開発を准進する。

亭務畳 調些費等

（
翅1．266

うち一般会計1．224

石特会計42）
179 プロジェクトの効果的推進のため，管理促進等を行うほか，段債撤去．調整等を行う。

（「資源再生利用技葡システム」及び「一酸化炭素等を原料とする基礎化学品の製造法』
の設備撤去費104百万円を含睡）
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会
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特
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石
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ら一フ

I
I

15．095

うち一般会計4．504

石特会計5．8481
駐特会計3．575ノ
他局針上分1．167／

研究開発テーマ 61年度予算額 62年度予算案 凝 要

（新材料〕

1．ファインセラミプクス

3.572〔868〕

972

〔868〕

3,538〔1.191〕

1．202

〔1．191〕

o脆さ及び加工・接合の困鮭さの克服，信頼性の向上を図り 超高温に耐える

長所を有する次世代産業月綱造材料としてのファインセラミプクスを開発する

錆びない，高榊密，硬い等の

o原子力・新エネルギー，砿空機・宇宙等の技術先端産業への応用，無効率の向上による大温な省エネルギー

が期待される

2高機能性高分子材料

(11高効率高分子分醸膜

材料

121導電性高分子材科

(3)高結晶性高分子材料

539

366

291

417

328

260

◎物性の差を利用して，気体混合物，液体混合物を自由に分鯵できる膜の開発を行う

◎化学工業の分離・構製工程に応用することにより

実現等が可能となる

大幅な省エネルギー，公害のないクリーンな化学工葉の

◎導電性素材の合成により，金属並みの導電性を有する高分子材科の開発を行う

o銅，アルミ這線に代替することにより省資源が可能。また，超電導材科の実現が期待される

o高結晶化を図ること(二よク．軽量かつ金属のように強い高分子構造材の開発を行う

◎アルミ 鉄等に代替することにより省資源が可能。堂た，弾性，電気絶縁性，加工性等に受れた高強度材料

が実現する

a金属材科

高性能結晶制御合金

590 522

o単結晶化，結晶の微細化等を図ることにより 従来の合金性能の限界を突破した強靭な合金の開発を行う。

o原子力，航空槻・宇宙等の擾器の信頼性が飛鬮的に向上する。をた，熱効率の向上による大幅な省エネルギ

一が実現する

4．複合材科 、705 634 o目的に応じた強度，剛性等を有する鉄より強〈

開発する

アルミより軽〈 信頼性の高い構造材寝として複合材料を

o航空機用構造材として不可欠であり，航空機性能が飛國的に向上する。童た

の軽量化により大幅な省エネルギーが実現する

自動車．航至鰻等の輸送機器

5．光反応材料 ､110 177 o光の作用で，分子の構造や集合状態が可逆的に変化し

発する

超高密度愉報記録等に使用が可能左光反応材科を開

◎超大型コンピューターに対応した超大容量肥憾装置，業務用・家庭用の超小型ディスク震量等の開発が促進

される。をた，高解像度表示技術や光スイッチを利用した高速光演算処理技術への寄与が期待される
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研究開発テーマ 6】年度予算額 62年度予算案 厩 要

〔バイオテクノロジー〕 1，220 1．085

1．バイオリアクター 425 373 ◎酵素・微生物等の極めて効率的な生体反応を工業的に利用する技術の開発を行う
◎化学工業の反応工程に応用することにより 常温常圧下の省エネルギー型化学工業，竪音等の公害のない化
学工莱の実現が期待される

2細胞大且培養技術 429 389 ◎高価な天然培養液を必要としない，効率のよい細胞培養技術の開発を行う

◎バイオテクノロジーの基本的技術であり 本技術により パイオインタ．ストリーの生産性が飛躍的に向上す
る

3．組換えDNA利用技術 367 323 C組換えDNA手法を利用して有用微生物を創造することにより，有用物資の工業的生産プロセスの確立を図
る

◎バイオテクノロジーの基本的技術であり，バイオインダストリーの確立に必要不可欠

本技術により，生体産出物質の安定供給が可能となる

〔新機能素子〕 1．542 1．404

1．超格子素子 524 442 o組成の異なる極薄の層を交互に積層すること等により 超格子素子を開発する

◎常温において，従来の素子の限界を超えた超高速の針算，高周波等の発振等が可能な泰子が実現する

2三次元回路素子 959 814 ◎結晶成長をコントロールすることにより，従来の素子が平面であったのに対し．立体化した素子の開発を行う
◎従来の素子の限界を突破した大容量化及び一つの素子の多機能化（計測 計算，記憶，表示等）が可能とを
り コンピュータの小型化が期待される

3．バイオ素子 60 147 o神経細胞系で行われる演算・紀憶の基本原理（アルゴリズム）を解明し，さらに，生体のもつ特異な機能

－可塑性，分子厳別能，自己組職能一を実現しうる分子組織体構築技術を確立し，これら技術(二よって
工学的に新しい素子開発を行う

◎パターン悪織や学習機能等，これ寅での情報処利磯器とは全く異なる磯能を有する情報処理磯器の実現のた

めの基盤技術が砿立される。その結果，生物の脳・神経系に類似した磯能を有するバイオコンピュータの実
現等につながることも期待される

合 計 6．350 6．043 曲〔〕内の数字は特別会計分で内数

(事務費を含む） 〔869〕 〔1．193〕

通商産業省工業技術院編昭和62年度工業技術院の重点施策より

（大阪工業技術試験所石井英一）
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